






要約:新生児期に発症した上室性頻拍はその多くが 1 才以後には頻拍が消失すると言われ

ている。新生児期に発症した上室性頻拍症例に対し、新生児または乳児早期、その約 1年

後、または幼児期に経食道ぺ一シングを行い、新生児発症の上室性頻拍の、幼児期以後に

頻拍が消失する条件について検討を加えた。新生児期心電図でデルタ波を認めない例、新

生児期に副伝導路を介する 1:1 房室伝導をするレートの小さい例、副伝導路の有効不応期

が長い例は、将来頻拍が誘発されなくなる可能性が高いと思われた。 


